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敗に深 く傷つけられないためには､不必要な頑張 りをやめる以外にない｡ 自分が本当に必
要 と感 じ､頑張る意味を兄い出せることには力を注 ぐが､それ以外は無難なところでや り
すごすことになる｡本当に頑張ればできる自分 を心のどこかに温存することで敦命的な傷






園に通って くる｡親 と子どもが地域に居場所 となる集団的交流の場を失った今､親や子ど
もと向き合える ｢重要な他者｣ としての保育者の役割は非常に重要なものとなっている｡
とりわけ､子どもの集団的な交わり体験を通 して､様々な葛藤の克服により得 られる達成

























意思表することが少ない子｡第 2は喋れても発音が不明瞭で聞き取 りに くい子｡第 3は喋




第 1の場合､言えてもオウム返 し､単語だけ､あるいは二語文のみといった子が少な く
ない｡ある子の場合､｢マンマ､ママ､パパ､イタイ､ウンコ｣といった語葉 しかな く､あ
とはジェスチャー とのこと｡
第 2の場合､単語がどれもはっきりせず､自分の名前 もきちんと発音できない子 もいる｡
傾向として､｢サシスセソ｣の発音が ｢タチッテ ト｣になる場合が多い｡
第 3の場合､保育者からの言葉かけは理解できるが､自分の意思を言葉に表現できず､
単なるオウム返 しやち ぐは ぐな返答が返って くる｡そのため､ しぐさや表情から読み取る
以外に方法がない｡友達 との会話 もオウム返 しが多い｡相手に自分の意思が伝わらないこ
とが原因で噛みつきや手が出るといった トラブルも生 じている｡さらに自分の言葉が周 り
に理解 されに くいことを気にしてますます話さなくなる子 もいると言う｡また自分か ら話
そうとしない子の中には相手を選んで話 している場合 もあるという｡園では全 く話さない




言う｡極端な例だが､年少 クラス以来 1回も言葉を発 していない子や降園時に ｢バーイ｣
と言うだけの子 もいる｡伝えたいことを ｢これ見て｣｢こっち来て｣と動作で伝える子 もい
る｡






はないか と感 じている｡ また乱暴な言葉遣いをする子がいて､気に入らないことがあると
奇声を発 した り､｢ぶっころすぞ｣などの言葉 を発 した りする子がいると言 う｡
③ 5歳クラス
第 1の場合､漸 く二語文になった子や 自分の思いを素直に表現できずに攻撃的な態度を
とる子､あるいは助詞が使えず幼児語が目立つ子もいる｡その場に応 じた言葉が出てこな
いと相手を叩いたり､唾を吐きかけたりすることもあると言う｡












も､同居 している祖母に対 して ｢くそばばあ｣｢あっちいけ｣などと言っていることを聞 く
ことがあると言う｡親から相談され保育者がその子に注意すると､｢幼稚園を燃や してやる｣
とか ｢ドアを叩き壊 してやる｣などと言い返 して くるらしい｡
(2) 情緒面について
各クラスとも共通 して､些細なことです ぐ泣いたり､一度機嫌を損ねると長引いたり､





しかし､園生活が 3年 日になるのに登園時や午睡前に必ず ｢ママ-｣ と言って泣 く子がい
る｡担任が側を離れただけで泣 く場合 もある｡しかも単に泣 くだけではなく所かまわずひっ
くり返って暴れる子や泣きながら走 り回って壁などに頭をぶつけて大泣きする危険な子も
いる｡











す ぐ泣 くということは3歳 クラスと比較 して殆 ど目立たなくなるが､感情の立ち直 りが
難 しい子は逆に多くなる｡
立ち直 りの難しさについては3つのタイプに分類できる｡第 1のタイプは､ とにか く自
分の気がすむまで泣き続ける子｡友達 との喧嘩で 1時間 くらい泣き続けることもある｡第
2のタイプは､自分･の言い分 を相手に認めさせるために泣 く子｡例え身勝手なことでも自
分の言い分 を通すために大声で泣 くのである｡第 3のタイプは､自分の不安を泣いてすね
井口 :自己肯定感を育てる保育 15
ることでごまかす子｡この時期､この第 3が最 も多くなる傾向がある｡周囲の評価や 自分
のでき映えが気にな り､一人での作業に不安感 を持つ ようである｡そのためか保育者が
ちょっと注意を与えただけで落ち込む子もいるらしい｡ また､人前で話をすることが非常
に苦手な子 もいる｡泣いてすねると､何 もしようとせずに部屋の隅やテラスでじっとして
いる子 もいる｡製作場面などでは毎回 ｢できない｣ と言いながらすねる姿が何人かに見 ら
れるのである｡そういった子は少 し教えてやると一人でできるだけに､｢できない｣と勝手
に思い込んでいるところがある｡中には､一緒に歌や踊 りをしようと働 きかけても黙って
立ちつ くすばか りで､注意されるとむ くれてしまい､それが 3-4時間に及んでしまう子
もいると言う｡
落ち着 きの無さは､クラス全体で瀞 的な活動 をする時だけの場合 と四六時中の場合があ
る｡朝 と帰 りの集まりの時､あるいは絵本の読み聞かせや製作活動の時に必ず部屋の外で
ウロウロしたり､よそ見 したりして落ち着きのない子がいると言 う｡四六時中の場合は､
特定の対象に焦点が定まることな く動 き回る子である｡そういう子は室内で遊ぶ時は動 き
が激 しく､遊具 を投げることもあると言う｡
③ 5歳 クラス
泣いたり､いつまでもぐずった り､落ち着 きがなかったりという子どもの数は他 クラス




立ち直 りの難 しさについては場所や活動環境の変化が関係 している場合 もあるが､でき
そうにない課題や友達 との トラブルで生 じることが多いと言う｡めそめそした り､｢どうせ
僕は｣ となげや り的な発言をしたりして､誰 とも口をきこうとせずに一人で泣続けること
もあると言う｡
落ち着きの無さは4歳 クラスと同じ傾向を示す子が 目につ くようである｡
(3)他児や保育者 との交わり
保育者から挙げられる問題現象で最も多いのがこの項 目である｡他者 との交わりに関 し
ては､ 3歳 ･4歳クラスで見られる他児と交わる力の弱きが加齢 とともに改善 される場合
もあるが､一方で顕在化や固定化が進行するようである｡ 自由遊びにおける仲間連び､設
定的な状況における集団的活動､子ども同士間での衝突､そして保育者の働 きかけに対す




























と話 しかけた時になかなか目が合わない｡都合が悪い時に目を合わせた くないのは分か る
が､誰と話す時でもいつ も目が合わないから心配 と言う｡また既に指摘 したことでもある
が､注意しても同じことを繰 り返すのである｡そうか と思えば､保育者にべったり依存し
きって､いつも保育者のシャツを掴んでどこにでもついて回る子 もいる｡｢抱っこして｣を





















立ちつ くすだけになってしまう子｡第 2のタイプははみ出す子｡第 3のタイプはふざける
子｡第 4のタイプは周囲の意向や評価を気にし過 ぎる子である｡
第 1の場合は､それほど数多 く存在するわけではない｡皆 と一緒の活動場面ではどんな
活動でも横で見ているだけ と言う｡そういう子どもは一人遊びにも取 り組めていない様子
で､ある保育者は ｢成長がどこかの年齢で止まっているように感 じる｣ といった印象を述
べている｡
第 2の場合は､殆 どが単独行動 を好み､自分のしたいことにしか注意が向かない傾向が
ある｡他のクラスに行 ってみたり､意図的に皆 と違 う活動をしたり､ 自分･の思い通 りにな
らないことへの欝債 を他児-の乱暴な行動によって晴らすこともあると言う.




第 4の場合は､皆で一緒にする場面で自信なさそうに伏 し目がちとなり､何 もできな く
なる子である.第 1の場合 とは一人遊びや他児とも一応遊べ るという点で違っている.例




衝突時の対応でもやは り問題 を感 じる子どもが多いとのこと.衝突原因の殆 どが自分の
身勝手さにあることは同様である｡自分が欲 しいものを他児から無理矢理に奪い取る場合
が最 も多い.その他にも自分が遊びを リー ドできない時や他児を突然叩 くなどして トラブ




保育者に対する子 どもの対応にも問題 を感 じている保育者が多い｡その対応の仕方に
よって 4つのタイプに分類できる｡第 1のタイプは意思の疎通が難 しい子｡第 2のタイプ




い子である｡ 3歳 クラスで問題になった子 とほぼ同じ特徴 を持つ｡
第 2の場合は､腹いせ､反抗､悪戯などをする子である｡腹いせでは保育者が注意する
と年齢の低い子の藻ているベ ッドをひっくり返 したり､顔に布団をかぶせて泣 くのをニヤ
ニヤ見ていたりなどがある｡反抗では保育者が注意すると呪んだ り､逆のことをしたり､














の中で問題にされるケースが貴 も多いのは第 3のタイプである｡これらは 4歳クラスでみ
られた傾向がより分化 し､顕在化 したものと考えられる｡ 4歳クラスでの他児と遊べずに
一人になる子が第 1､第 2､第 3のタイプへ､また4歳クラスで特定の相手としか関係を





どもは､同年齢の遊び相手 と対等に交わる生活が園以外では全 くない家庭環境で育 ってい
る｡そのため､同年齢の他児への違和感だけでなく､仲間遊びを知 らないために参加でき
ないこともあると言う｡
第 2の場合､他児との遊びが長続きしない原因が大きく2つに分かれる｡ 1つは ｢入れ








コ乗 り､ 自転車乗 り､ブロック､絵本など様々である｡
第 4の場合､保育者は遊び仲間が固定化 してしまっていることに問題を感 じている｡遊
び相手の違いから2つのケースが取 り出せる｡ 1つは年下で､ 3歳未満児の子どもや年下
のクラスにいる自分の弟や妹が相手となる｡ もう1つは同年齢で､自分に服従 してくれる
お気に入 りが相手となる｡






























保育者に対する子どもの対応で問題にされることは､ 4歳クラスで分類 した 4つのタイ
プがそのまま当てはまる｡
第 1のタイプは意思の疎通が難 しい子であるが､ 4歳時と同様に視線が合わず会話がで
















第 4のタイプは保育者の評価に敏感な子で､保育者の前では何 もできな くなるが仲間の
中では自然に振る舞える子や保育者の前では良い子にしているが仲間の中では乱暴に振る
舞 う子がいる｡両方とも保育者の言動に敏感で､前者は自信がないのかどこかび くび くし
ている様子が伺える｡後者は自分が悪 くて友達を泣かした時など､相手が言いつけようと

















どもについて ｢問題の具体的状態｣ と ｢発達上のアンバランス｣という2つの側面から捉




















その子の発達 を評価するのである｡(6) 単に ｢『できる･できない』ではな く､その子が今 ど
のように生 きようとしているかを問題にする｡従って ｢できること｣や ｢できないこと｣
がもつ､その子にとっての意味をとらえることが重要 となる｡
吉村真理子も同様の視点から発達評価の仕方を見直すことを保育者に求めている｡(7)従
来の発達領域ごとに明示されている各到達度基準 (到達 目標)をもとにした評価ではな く､
一人ひとりの異なった ｢発達の過程｣ という見方で総合的に見てい く必要性を強調する｡
今回まとめた問題現象の内容 も発達領域 ごとの到達度を念頭に､その年齢段階に相応 しい
レベルに達 していないものを挙げている場合が少なくない｡保育者に必要な見方は､単に
言葉がどれ くらい出るかなどではな く､｢そのことばを使って何 を感 じ取 り何 を認識 し､誰
となかよくなってい くかというプロセス｣を理解することに目を向けねばならないと指摘




こうした見方は ｢できないこと｣に対 して短絡的に負の評価 を与えようとせず､むしろ
積極的な意味を付与 しようとしている｡ しかも ｢その子にとっての意味づけ｣を問題にす




いことは､子どもにとって ｢できること｣はやは り嬉 しいことなのだと理解 してお くこと
であろう｡
第 3に乳幼児期に何 をどの程度まで達成 しておけばよいかを実践を通 して検討 し､思春
期や青年期 を見通 した保育 というものに安易に振 り回されない発達的見方をもつことであ
る｡実際に ｢見通そうという姿勢は大切なものの､見通せ るに足る充分な事実資料を私た
ちはまだもっていない｣ との指摘 もある｡(8) このことについては充分深め きれていないの
で指摘を挙げる程度にとどめてお く｡数年先のことまで考えて､｢予測される必要なこと全
て｣を就学前までに効率 よく達成 しなければという強迫観念に囚われた保育では､負の評
価 をもって互いに相手をさいなむ状況 しか生まれない｡何 らかの弱きや未熟さがあっても､
その後の発達において自覚 と目的意識が生 じれば補償 されるであろうと､長いスパンで育
ちを捉えるまなざしが必要ではなかろうかO
(3) 保育でイ可ができるか








能動的に使 う多様な活動をたっぷ りと経験 し､仲間との楽 しい交わりを味わえる｢暮らし｣
を大事にすることであろう｡いろんな子どもが参加でき､面白くて夢中になれる遊びを保











度限定 して発揮される必要がある｡同時に､一人ひとりの ｢発達の過程｣の理解 と課題に
対する指導が重視される点では単に ｢見守る｣対応ではなくなるが､個から出発する ｢自
由保育｣の枠を超えるものではないことを自覚 しておかねばならない0








育の意図にもとづいた小集団｣づ くりに取 り組んだ中山昌樹の実践はその一つの方法 と言




に工夫したことが重要なポイン トとなっている｡その中で ｢周囲から 『○○ちゃんはウサ
ギの世話をよくするね』など認められる｣ことが ｢子どもの自信になると同時に､クラス
の中での自分の位置づけ｣をもたらす と指摘 している｡そのことがグループで決めた課題
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